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決算説明会レポート

本日は皆様お集まりいただきありがとうござい
ます。オンラインでご参加の皆様も本日はよろ
しくお願いいたします。それでは2020年10月期
の決算説明を始めさせていただきます。

2020年10月期は新型コロナウイルスの影響を大
きく受けましたが、私どもギフトにとっては採
用のチャンス、出店のチャンスととらえ、積極
的にこちらを進めてまいりました。結果として、
通期計画の直営店純増24店舗に対して27店舗の
出店。プロデュースに関しては、30店舗の計画
に対して43店舗の純増出店となりました。

⚫ 2020年10月期決算概要

⚫ 中期経営計画・今後の取り組み

⚫ 2021年10月期業績見通し

⚫ 参考資料会社概要

2020年10月期決算概要
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このコロナ禍における事業方針として、従業員
の雇用維持のため、感染拡大防止の対策を講じ
ながら営業活動を継続し、全店ともほぼ休業す
ることなく営業いたしました。また2025年度の
1,000店舗体制に向けて「商品改革」「オペレー
ション改革」「製造物流改革」の3つを実施い
たしました。こちらに関しては、後ほど詳しく
ご説明いたします。

コロナ対応に対しての結果の数字となります。
社員の採用数は前期を上回り、アルバイトの採
用単価は前期を下回りました。また、宅配は前
期ゼロに対して5億円の売上。ECサイトも立ち
上げましたが、こちらはまだ柱となる売上には
至っておりません。

業績サマリーです。第1四半期は暖冬および増
税に伴う値上げの影響を受け、客数は微減とな
りました。第2四半期、コロナの影響が出始め
たのが第2クォーターからです。一部の店舗で
営業時間の短縮を強いられましたが、他社の飲
食店と比較すると影響は小さく、迅速な対応で
宅配・テイクアウトのニーズを取り込むことが
できました。そして第3四半期は4月を底に、５
月以降は日常食としての強みから早い段階で回
復をしてまいりました。第４四半期は特にロー
ドサイド店の好調により平時の水準と変わらな
いところまで回復してまいりました。
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コロナの影響が出始めた３月からの既存店の昨
対の推移です。立地別ですが、こちらは全エリ
アの昨対となります。

住宅街、ロードサイドの既存店の昨年対比のグ
ラフになります。最も悪かった３月後半から４
月前半でも、全時間帯の昨対では80％です。こ
の段階では出店を止めなくてもいいだろうと。
最も悪い状態でもこの売上を維持できるのであ
れば、我々は採用と出店に力を入れるべきだろ
うと意思決定をしました。

一方、ビジネス街、繁華街立地の昨対は4月に
56.6％まで落ち込みました。11月でも83.1％と、
いまだ完全回復に至っておりません。
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コロナ禍というネガティブな側面に目が行きが
ちな状況でありましたが、我々としては当社の
ビジネスモデルの強みを再認識する機会となり
ました。ラーメンは日常食のため、自粛中もあ
まり影響を受けることがありませんでした。ま
た、立地のポートフォリオがしっかりと組めて
いたことにより、繁華街で減少した売上を住宅
街でカバーできました。宅配・テイクアウトで
は、以前はハンバーガーや牛丼に比べるとラー
メンは宅配との相性がよくないと言われていま
したが、一定のニーズがあり、そのニーズに
しっかりと対応できたと考えております。

宅配売上の推移です。4月から本格的に導入を
開始し、5月には全売上の14.6％に達しました。
11月は4.9％。店内売上の回復とともに宅配売上
は減少傾向にあります。

業績です。出店を止めることがなかった結果、
売上は前期比21.3％増でした。しかし経常利益
は大きくマイナスとなり、前期比50％減の5億
1,200万円となっております。
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四半期の売上推移です。第2クォーター、第3
クォーターと大きく数字を落としましたが、第
4クォーターでの回復基調を示しています。

特別損失も計上しましたが、当期純利益では黒
字で着地いたしました。
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利益率の推移につきましても、同様の傾向が見
られます。

利益につきましても同じく、第2クォーターに
大きな影響を受け、第3クォーター、第4クォー
ターで回復し、結果としてどのクォーターでも
黒字の着地となりました。
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出店地域の内訳です。直営店は人口が集中する
エリア、プロデュース店は地方エリアと、全国
にバランスよく出店しております。

出店状況については、純増54店舗の計画に対し、
純増70店舗で着地いたしました。
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既存店の前年比です。4月以降、客単価が大き
く上昇している要因は、宅配売上の手数料を単
価に含めて計上しているためです。現在は宅配
売上の減少とともに客単価も通常時に戻りつつ
あります。

直営店の出店エリアです。人口が集中するエリ
アと、一人あたりのラーメン消費率が高いエリ
アへ出店しています。つい先週も、一人あたり
のラーメン消費率が最も高いと言われている山
形県に新規出店しました。それを裏付ける売上
を計上していますので、今後もこの出店戦略を
継続してまいります。

国内直営全店の売上の前年比です。出店を止め
ることがなかったので結果として平均126.7％の
売上となっております。
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C/Fサマリーです。半減したキャッシュフロー
を金融機関からの資金調達で補いました。

B/Sの状況です。新型コロナウイルスの影響に
より、自己資本率が45％まで低下いたしました
が、今後の計画を達成するに十分な財務状況と
考えております。
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続いて、中期経営計画、今後の取り組みについ
てご説明いたします。

2025年10月期までに国内1,000店舗の出店を達
成するための中期経営計画を策定いたしました。
2021年10月期はまだ多少、新型コロナウイルス
の影響が続くと想定しておりますが、下期には
回復すると考えております。また2022年、2023
年10月期は、コロナ以前の利益率10％台への回
復を見込んでおります。この計画を達成するた
めに取り組む3つの改革についてご説明いたし
ます。

中期経営計画・今後の取組み

「商品改革」「オペレーション改革」「製造・
物流改革」。この3つは今後、店舗展開の拡大、
加速によってサービスと商品のクオリティが下
がらないように仕組化を進めていくという取り
組みです。
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商品改革についてです。まずは、店内の仕込み
と包丁作業の軽減です。麺・餃子に加えチャー
シューの自社工場生産を開始し、現在、直営全
店で使用しております。からあげも以前は生肉
を仕込んで提供していましたが、ＰＢ化を実現
しました。これにより、『もやキャベ』用の
キャベツを切る以外、仕込み段階で包丁を使用
することがなくなりました。
また、提供速度を高めるために、ABC分析でメ
ニューをブラッシュアップしています。出数が
少なく調理の手間がかるメニューを減らして新
メニューを投下することによって、調理時間が
短く、かつ人気のあるメニューが常にライン
ナップしている状況をつくっていきます。
続いて、みそ業態のブラッシュアップです。昨
年、M&Aで取得したみそ業態は、商品のPB化
と調理オペレーションの改善が完了し、店舗展
開のベースが整いました。利益率の高い業態で
すので、積極的に出店していくつもりです。
そして更なる新業態の開発です。目標は年間2
業態の開発です。私が商品開発・業態開発チー
ムにテーマを投げかけ、毎月実施する試食会で
承認を得たものを商品化するという流れで進め
てまいります。
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続いてオペレーション改革です。第2四半期に
もご説明いたしましたが、ピーク帯にサービス
の提供スピードが低下するという課題がありま
した。これを解決するため、店内オペレーショ
ンを撮影し、ボトルネックのありかを分析しま
した。その結果、これまでの麺あげ担当（麺
場）が務めてきた店内オペレーションの司令塔
の役割を、盛り付け担当（サブ）が担うことに
よって問題を解決できることが分かりました。
実際に試してみたところ、ピーク帯のラーメン
一杯あたりの平均所要時間が、10分から7分へ
と大幅に短縮されましたので、このオペレー
ションの全店舗へのインストールを進めてまい
ります。

教育改革についても前期からの取り組みを継続
してまいります。各店舗の年間目標の進捗を管
理し、年に一度のフォーラムで成果を発表。そ
の内容を表彰・評価して報酬に反映する。この
サイクルを教育チームでブラッシュアップして
おり、入社から店長になるまでの期間を短縮で
きるよう教育カリキュラムの見直しも進めてお
ります。
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最後に「製造・物流改革」です。最大の改革は、
製麺工場を365日稼働にしたことです。これに
より機械メンテナンス日の前日に製造量を増や
して在庫を抱えることがなくなり、出荷までの
タイムラグを解消。現在は製造から48時間以内
にすべての店舗へ製品を届け、お客さまに味
わっていただくことができます。
また、物流については、食品メーカーからの納
品を物流センターで一括管理して各店舗へ納品
する体制を確立。各店舗への配送頻度を下げる
ことによって、店舗スタッフの負担を低減しま
す。

2021年度は直営店35店舗、プロデュース店純増
50店舗の出店を計画しております。
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引き続き、家系の出店を中心に考えていますが、
豚山の駅前出店、また、みそ業態、しょうゆ業
態の出店も計画しております。

組織についてです。多店舗展開に対応するため、
以前はブロック制を採用しておりましたが、そ
の上に営業部を設置し、責任者として営業部長
を配置しました。これにより、多店舗展開を進
めながらも各店舗に対して行き届いたマネジメ
ントができる組織になったと考えております。
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今後の出店エリアです。直営は変わらず、人口
集中エリアとラーメン高消費エリアへ。プロ
デュースは地方エリアで進めてまいります。

当初の予定通り、2020年9月18日に、東証一部
への市場変更をいたしました。
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新型コロナウイルスの影響が続くものの、下期
からは回復すると考えており、売上高は151億
円、経常利益は11億円を見込んでおります。

既存店売上げの根拠になりますが、昨年とは比
較がしづらいため、2019年10月期を基準とさせ
ていただきます。その上で昨対99％という形で
計画しております。出店に関しては純増で、直
営店32店舗、プロデュース店50店舗を計画して
おります。

これにより、2021年10月期の店舗数は614店舗
となる予定です。

2021年10月期業績見通し
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配当についてです。普通配当は5円増配の15円
を予定しております。配当性向は25％を目安と
して利益還元を行ってまいります。

株式分割に伴い、2020年10月期より株主優待制
度を拡充いたしました。
私からの説明は以上とさせていただきます。
ありがとうございました。
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